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アイヌの散文説話における取り組まれるべき課題（タスク）の構成
藤田 護 
１．はじめに 
 筆者は 2013 年度から 2014 年度にかけ、文化庁の委託事業の一環として、平取町立二風
谷アイヌ文化博物館に所蔵されている資料の聞きおこし作業に参加する機会を得た（報告
書は千葉大学（2015）、以下この資料を「平取町音声資料」と呼ぶ）。これは故萱野茂氏によ
り録音された、六名の話者による口承文学の口演記録である。その中の特に散文説話の検討
を行っていた際に、一つの話の中で主人公が取り組み、解決している課題（タスク）が、必
ずしも一つではない物語が存在していることに、筆者は関心を惹かれた。具体的には、主人
公が「東奔西走」し二つの異なる課題を解決したり、もともと与えられた課題を解決しに行
く道中で別の課題を解決したりする場合があり、これらは散文説話におけるマルチタスキ
ングとでも呼ぶべき話であった。
それまで筆者は、散文説話の構成について、日常生活を送っている主人公にある日何らか
の事件や課題が生起し、それを解決して再び日常生活に戻り、その幸福を語るという、比較
的単純なものだと思っていた。全体の構成自体はそれで変わりはないとしても、途中の課題
（タスク）の解決において、より複雑な構成があるとするならば、それを探求することは、
アイヌの散文説話の物語られかたに対し重要な光を当てることになるだろう。
本論考では、まずは上記「平取町音声資料」と同種の萱野茂氏が記録し公刊している物語
群を対象として、この問題に対する予備的考察を行うことを目指す。具体的には、『ウェペ
ケレ集大成』（萱野 2005[1974]）、『萱野茂のアイヌ神話集成』におけるウェペケレ編 3 巻
（萱野 1998）におさめられている話を検討し、一つ一つの課題（タスク）、そしてその課題
（タスク）の構成を、どのように定めることができるかについて考察する。さらには、その
検討の延長線上に「平取町音声資料」を位置づけ、この資料が新たに提起する問題を考察す
る。最終的には、より広い範囲の話を視野に入れ、表にまとめる形で比較・分析が行われる
ことが重要であろうが、本論考はその前段階としての予備的考察を行うものである。 
アイヌの散文説話を「社会矛盾の解決」という観点から考察した研究成果に坂田（2011）
があり（特に第 3 章）、本論考は広い意味で問題関心を共有するものである。坂田（2011）
がアイヌ社会と和人社会との関係の歴史を主たる関心としているのに対し、本論考は考察
の対象とする話の幅を広げ、散文説話がある種の中核となる型を持ちつつも、多様な展開の
可能性をもつ、その様相を考察しようとするものである。 
なお、本論考の関心からして、話の中の課題（タスク）と課題（タスク）の解決を細かく
仕分けようとする態度で各話を検討する。また、主人公が人間であるかカムイであるかは、
一旦区別をせずに検討を行う。なお、ここまでは取り組まれるべき課題という意味を強調す
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るために「課題」の後ろに「タスク」と記してきたが、以下では単に「課題」とのみ記すこ
とにする。 
 
２．『ウウェペケㇾ集大成』における課題の構成 
 
 『ウウェペケㇾ集大成』には全部で 11 の話が収められている。それぞれの話を個別に検
討した上で、最後に全体をまとめての考察を行う。それぞれの話は、まず話の要約を記した
うえで、続いてそこで取り組まれている課題をどのように捉えるべきかについて考察する。 
 
（第 1 話）白狐と蜘蛛（の知恵比べ）（語り手：貝沢こきん） 
 クモの女神（yaoskep）が、冥途の魚（pokna mosir un cep）を取ってこいと無茶な要求
をしていたところ、白狐（upas cironnup）がそれを解決して、クモの女神を懲らしめ、ク
モの女神が白狐の妻になる。 
クモの女神の難題を解決して妻にするという点では一つの課題の解決であるが、主人公
の白狐は、クモの女神の眼を痛くなるようにしたり、クモの女神の家が火事になったと思わ
せたり、結婚した後は自分の家がゴミの山であるように思わせたりなど、複数の手段でクモ
の女神を懲らしめており、この懲らしめる手段が複数出てくるところに、話としての面白み
がある。 
 
（第 2 話）神様がわたしに罰を与え、土にくっつけた（語り手：貝沢こきん） 
 石狩地方の長者の妻が、夫が数多く酒宴を開くため、自分では煮炊きをせず酒宴の残り物
を食べて暮らしていたところ、カムイに罰せられて地面から身体が離れなくなってしまう。
妻は夢でカムイから事の次第を聞かされ、夫に伝え、夫がイナウを作って謝罪すると、元に
戻り、夫婦は前から欲しがっていた子を授かる。 
この話は、人間が生活の中での振る舞いについてカムイから罰せられ、それを謝罪し改め
るという意味では一つの課題の解決であるが、このカムイとの課題を解決することで、それ
まで欲しがっていた子を授かるという意味で、付随してもう一つの家族の課題が解決され
ている。 
 
（第 3 話）バイケイソウという草を食べ、あやうく死ぬところだった（語り手：貝沢とぅる
しの） 
 子のない夫妻とそこに一緒に暮らすようになった両親のない若者二人が、獲物がとれな
くなったので、山の猟場に助けを求めて行くが、行者ニンニクやウバユリを煮炊きする間に
妻がうっかり鍋にバイケイソウを入れてしまい、全員が毒にやられてしまう。そこで夫が、
とっさの機転でブドウヅルの皮でカムイを作り、助けを求めたところ、その手ずから作った
カムイが息を吹きかけて助けてくれ、そのカムイを大事に扱ったところ、また次第に獲物が
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とれるようになる。 
これは、バイケイソウの毒にあたるという課題をカムイの加護を得て解決するという意
味では一つの課題の解決であるが、この課題を解決する中で獲物がとれないという家族の
本来の課題が解決されるため、付随した形でもう一つの課題が解決されている。 
 
（第 4 話）杯に小便する女神（語り手：鍋沢ねぷき） 
 訪れた家々で杯を求め小便をして飲むよう難題をつきつけると言われる女神が、主人公
の家を訪れ、主人公は酒だと思って飲むと、実際に酒の女神が自らの正体を明かし、疫病で
全滅した村で、その女神である酒も含めた交易品が残っているので、煮炊きをしてその村の
供養をし、そして主人公の村へと品々を運ぶように依頼する。 
ここでは主人公は、酒の女神の難題を解決しているのだが、それは主人公の精神の良さを
確認する資格試験であり、それにより疫病で滅んだ村の供養をするというもう一つの社会
的な課題が解決されることになる。なお「平取町音声資料」の14-8「トノト カムイ イコ
シネウェ／トゥキ オルン オクイマメノコ（酒の女神が私を訪ねてきた話）」が、同じ語
り手による同じ話の別バージョンである。 
 
（第 5 話）さきぼそ烏がわたしを助けた（語り手：川上うぷそろ） 
 裕福な長者の主人公が交易の帰りに高い山に引き寄せられて、そこに立ち尽くしている
と、カラスたちが主人公を守ってくれる。海の精（コシンプ）が主人公に惚れて自分の夫に
しようとしていたのだが、サキボソガラスのカムイが海の精を地底へ蹴落として、主人公を
家まで道案内してくれる。 
これは主人公の普段の心がけに感謝しているカムイが、魔物に恋された主人公の難題の
解決を助けてくれるという意味で、一つの課題の解決である。 
 
（第 6 話）カッコウ鳥がわたしを助けてくれた（語り手：木村きみ） 
 貧乏な家の娘として育った主人公は、ある日薪集めに出かけた山で大きなカッコウ鳥が
飛び立つのを見かけ、その卵を持ち帰り兄二人ともども宝物として持っていると、村長の息
子から求婚され、結婚後も大事にされる。夢を見る中で、これは生まれた日が一緒であると
いうカッコウの女神が加護してくれたのだということに気付く。 
これは、精神の良い主人公が、カムイの加護を得て社会的地位を回復し幸せになるという
意味で、一つの課題の解決である。ただし他の話を参考にしつつ細かく見るならば、カムイ
の加護を得るという課題を解決することで、村内部での社会的地位の改善を達成するとい
う付随的課題を解決していると考えると、二つの課題の解決である。 
 
（第 7 話）白狼が人間の妻になった（語り手：貝沢とぅるしの） 
 疫病で父や村人たちが死んだあとに一人生き残った若者のもとに、白狼の娘が遣わされ
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ていたが、白狼の娘が人間になりたいと強く願ったために、娘の父親が人間にすることを決
め、娘は若者と結婚し、多くの子をもうけ、子どもたちが十分に大きくなった段階で早死に
をし、若者は別の人間の女性と結婚するが、死後は狼の娘のところに来ることになっている。 
これは、女性のカムイである主人公が人間に姿を変え、自分を大事にしてくれる若者と結
婚する願いをかなえるという意味で、一つの課題の解決である。 
 
（第 8 話）大まむしがわたしを襲い 蜂の神様に助けられた（語り手：木村きみ） 
 妻をもち、子どものない主人公が、山で黒い小袖を重ね着した女性（実は黒狐のカムイ）
が大まむしの化け物に追いかけられているところに遭遇し、思わず自分の妻を差し出すと
言ってしまう。二、三日後に男が訪ねてきて一緒に暮らすようになるが、主人公は川の水源
にある山の頂の沼に住む大蛇を退治するよう男に頼み、男は実際に大蛇を退治する。次に村
からの下流に立つ桂の木の半面腐ったところにいるカムイを退治するように男に頼むと、
今度はそのカムイ（大赤蜂）が男を殺すことに成功する。大赤蜂のカムイが夢に現れて真相
を男に告げ、続いて黒狐の女性のカムイも夢で真相と謝意を告げ、黒狐と大赤蜂のカムイが
それぞれ二人ずつ子どもを夫婦に遣わすことを伝える。 
この話の興味深いのは、主人公が課題を解決するというよりは、最初から最後まで黒狐の
カムイからの働きかけを受けて行動しているところである。黒狐が大まむしを退治するた
めに、まずは主人公に対し働きかけ、そして次に主人公を通して大まむしを最初は大蛇と、
次に大赤蜂と戦わせ、大赤蜂が実際に退治に成功する。その後で、主人公は供養をする代わ
りにお礼として子を授かる。主人公は黒狐に働きかけられて三つの働きをするが、黒狐が主
人公や他のカムイの力を借りて大まむしを退治するという意味では一つの課題の解決であ
り、その結果として主人公が子を授かるという意味では付随してもう一つの家族の課題が
解決される。 
 
（第 9 話）桂の木の舟と栓の木の舟の喧嘩（語り手：平賀さたも） 
 石狩地方に住む主人公は、桂の木と栓の木（ayusni、タラノキとも）で舟を作るが、桂の
舟の使い勝手が良いのでそちらばかりを使っていると、栓の木の舟が嫉妬し、夜ごとに二つ
の舟が喧嘩をするようになる。夢で桂の舟から栓の木の精神の悪さを告げられた主人公は、
栓の木の舟と元の切り株を根ごと粉砕して焼いてしまう。その際の煙が海に向かったこと
を主人公が父に告げると、父は 6 年の間海漁に出ないようにと言う。しかし、6 年が経つ少
し前に主人公は海漁に出てしまい、舟のように太い胴体をもつ魔物に追いかけられる。蛸の
カムイに助力を仰ぐが、蛸のカムイは負けてしまい、次に鯱のカムイに助力を仰ぎ、鯱のカ
ムイが魔物を退治する。半死の状態で主人公は両親に看病されるが、妖怪のような容貌とな
ってしまう。 
これは、主人公がカムイから事情を教わりつつ、間違えて作ってしまった舟を始末するが、
その後でまたうっかり十分に時間がたたない間に海漁に出て、化け物に追われて何とか逃
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げ帰るという、二段構成となっている。しかも、化け物に追われるときには、まずは蛸、次
は鯱に助けてもらっている。大きな意味では、間違えて作ってしまった舟の始末という一つ
の課題であるが、それを木の始末と化け物からの逃走という二つの小課題を通じて実現し
ていく構成となっている（しかし実現しきれず主人公も大きな痛手を負う）。 
 
（第 10 話）木彫りの狼が私を助けてくれた（語り手：西島てる） 
 石狩川河口の狩りが上手な青年が、石狩川中流の村の大きな家を訪問すると、老夫婦の妻
と若者夫婦の夫が悩んだ顔つきをしている。翌朝何かに引かれるように主人公が山へ向か
うと、若い女と幼い子が住む家があり、犬の足跡が周りにある。これが先ほどの大きな家の
若い夫婦の妻であり、山奥の尊いクマのカムイの息子が彼女に横恋慕し、このカムイに操ら
れた舅が、彼女をこの場所に連れてきて放置したのであった。彼女の兄がくれた木彫りの狼
が魂をもち、彼女を訪ねてくるクマと毎晩戦っていたのであり、主人公はこの熊を退治し、
熊は謝罪して彼女や主人公の憑神となり、彼女は村に無事に戻って家族の仲が回復し、主人
公の村と石狩川中流の村の交流が盛んになる。 
 これは主人公が、別の村の娘に横恋慕したクマのカムイを懲らしめ、それによって娘の家
族との関係が回復するという意味で、人間とカムイの関係の課題の解決と、娘のいる村の家
族の関係の回復という課題の解決の二つがあるが、さらには同時に主人公にとっての通過
儀礼としての意味合いもあり、村同士の交流が盛んになるという意味で、付随したもう一つ
の課題が解決されているとも考えられる。 
 
（第 11 話）私はポロシリの神の息子だった（語り手：平賀さたも） 
 ポロシリの神の妻が夫の浮気に怒り家出をして、その後に産んだ主人公の男の子を一人
で育てているが、主人公の男の子は母親から祖父母の住むフップㇱ山へ行くように言われ、
主人公がそのようにすると、次に平取の山へ行くように言われ、主人公がそのようにすると、
平取のカムイが一緒にポロシリ岳に連れて行ってくれ、そこで主人公の父親は主人公を見
て喜び、ポロシリを守護する役割を主人公に譲り渡し、鳥になって天に戻ってしまう。ここ
までの過程で主人公は背負ってきた粟の種を方々に蒔いてきており、これによってアイヌ
の国に粟が広まった。 
 この話は、主人公が尊い父親を訪ねていき、山を守護する役割を交代するという一つの課
題の解決からなっているが、その際に複数の山を訪問する過程を間に挟むことが、状況の説
明とともに物語の面白さに一役買っていると考えられる。また、その過程でアイヌの国に重
要な作物をもたらしてもいる。基本的にこれは人間の世界に住むカムイ同士の話であるが、
その課題の解決の過程で、付随して人間社会にも重要な恩恵がもたらされている。 
 
以上のそれぞれの話の考察から、幾つかの結論を引き出す。 
（１）解決されている課題が一つである話が幾つもある。この場合に取り組まれる課題は、
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人間とカムイの関係に関するものである。 
（２）一つの課題を解決することが付随した課題の解決にもなるという構成の話がある。そ
の場合、中心となる課題の解決は人間とカムイとの関係に関するものであり、それが家庭内
関係、狩りの獲物、より広い社会的課題（村内での地位向上、別の村の供養）等の付随的課
題の解決につながっている。これは人間が一貫してカムイからの働きかけに受け身になっ
ている第 8 話においてもそうである。なお、カムイが主人公となっている第 11 話では、カ
ムイ同士の関係の課題解決が、付随して人間世界に恩恵をもたらしている。 
（３）一つの課題を解決することが、実質的に二段階になっており、二つの互いに異なった
小課題の解決に分解できる構成の話がある。第 9 話の舟の喧嘩の話がそうである。 
（４）一つの課題の解決の過程で複数の段階を踏むが、それぞれの段階は、（３）のように
別の課題を構成するというよりは、並列された繰り返しの妙を楽しむ構成になっている話
がある。第 8 話の大まむしの化け物が大蛇と大赤蜂と順々に戦うところ、第 9 話の栓の木
の舟の化け物が蛸と鯱と順々に戦うところなどがそうである。 
（５）人間以外が主人公となっているもので、白狐が主人公となる第 1 話は、上の考察にそ
れほど合致しない。ただし、白狼が主人公となる第 7 話と山の神の子が主人公となる第 11
話は、上の考察にほぼ合致する。 
 
２．『アイヌ神話集成』における課題の構成 
 
 『萱野茂のアイヌ神話集成』の中のウウェペケㇾ編第 4 巻～第 6 巻には、第 4 巻に 5 話、
第 5 巻に 4 話、第 6 巻に 4 話の、計 13 話がおさめられている。それぞれの話を個別に検討
した上で、最後に全体をまとめての考察を行う。それぞれの話は、まず話の要約を記したう
えで、続いてそこで取り組まれている課題をどのように捉えるべきかについて考察する。 
 
（第 4 巻第 1 話）化け物村おさ（語り手：貝沢前太郎） 
 石狩川中流の村長の家で育てられた少年が狩りの腕も一人前になると、石狩上流の村で
元の村長に別の男が取って代わり、熊を送るたびに若い娘を一人同時に殺し結婚させて送
っているという噂を耳にし、その村へ向かい、ある村長ではない家に宿泊させてもらいなが
ら儀式に参加し、その過程で隙を見て化け物を打ち殺し、村人たちから多くの宝物を贈られ、
殺されることになっていた娘を妻とし、帰り道で熊を何頭も獲って村に戻り、村人たちを喜
ばせ、交易を通じて村に更なる繁栄をもたらし、村長となり石川上流の村との交流を盛んに
維持している。 
この話は叙述が細やかで、幾つもの段階を踏んで話が展開しているが、骨格をなすのは、
青年が別の村の化け物村長を退治するという話であり、その意味では解決している課題は
一つである。ただし、別の村の問題を解決することで、青年が一人前になったことを示し自
身の村での地位を確立するという通過儀礼の課題をもう一つ付随して解決していると考え
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ると、課題は二つあると考えられる。 
 
（第 4 巻第 2 話）着物の片袖（語り手：貝沢前太郎） 
 沙流川河口の紫雲古津の村で、3 人兄弟の長男がクマに襲われて殺されたのを、下の二人
の兄弟が敵を取るという話であるが、一貫して 3 人称で語られており、物語というよりは
熊が人間を殺した場合の人間側の対処の仕方を説明するという性格が強く、語り手も内容
が遠い話ではないとのコメントを末尾に付している。したがって、この話は他の散文説話か
らは外して考えることにする。 
 
（第 4 巻第 3 話）古い熊の頭が助けてくれた（語り手：貝沢こきん） 
 石狩川流域で成長した二人兄弟がいて、父親と親交のある上流の村の長者の家に一人を
婿にやることを父親が決めてしまい、主人公の弟の方が行くことになる。主人公は弟を連れ
て行き、酒宴を開き、家を建てる手伝いなどをして戻ってくるが、狩りに出ている途中にそ
の狩小屋の古いクマの頭骨（onancisapa）が弟の身の危険を知らせてくれ、獲ったばかりの
熊のカムイの加護も頼んで、弟の住む村へと向かう。到着すると弟が行方不明になっており、
怪しい振る舞いを見せた弟の妻と舅を問い質すと、弟を毒殺しようとしたことが判明し、主
人公は懸命の努力で弟を生き返らせ、悪者たちに罰を与える。 
この話は、カムイの加護を得て殺されそうになった弟を救うというのが話の骨格にある
が、それによって、悪者を罰し村の問題を解決し、二つの村の間に交流関係を確立し、兄弟
二人が裕福な暮らしを実現するという課題が解決されていると考えるならば、解決されて
いる課題は二つであると考えられる。「平取町音声資料」の 20-2「チナナサパ（ホッチャリ
の頭）」（語り手：木村きみ）は、語り手の異なる類話である。 
 
（第 4 巻第 4 話）クモ神に助けられた話（語り手：木村うしもんか） 
 狩りの上手な主人公が、普段行かない石狩川流域に若者を伴って狩りに遠征すると、仮小
屋の中で若者が夢を見て、夢の中でクモのカムイから、チチケウという化け物が兄妹で天か
ら人間の国へ降りてこようとしているため、カムイたちがアイヌの世界で腹を立て和人の
世界に行っているポンヤウンペに助けを求めたことを知らされる。クモのカムイが見てい
ると、海の向こう側から光りながらやって来たものが、天から金のシンタで降りてきたチチ
ケウ兄妹を退治し、また海の向こうへ戻っていく。クモのカムイから、この場を離れ村に戻
り、ポンヤウンペと自分（クモの神）に感謝を捧げるよう告げられた主人公たちはそれに従
い、クモのカムイの加護を得る。 
この話では、人間がカムイから加護を得て危難を回避するという中心の話があるが、むし
ろ話の主眼は、クモのカムイが語るポンヤウンペとチチケウ兄妹の対決の英雄叙事詩的な
面白さにあるという、特殊で興味深い特徴をもつ。よく考えてみると、既に課題が解決して
いるならば、クモのカムイが言うように主人公たちが石狩川流域を去る必要があるのか不
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明である。すなわち、この話は散文説話の骨格を保った上での新たな展開として位置づけら
れそうである。ただし、英雄叙事詩と異なり、戦闘の場面は細かに描写されていない。 
 
（第 4 巻第 5 話）妻がクルミの木に（語り手：貝沢とぅるしの） 
 主人公の村長が、遠くの村の親友の村長が病気になったのを見舞いに行く途中で、仮小屋
に泊まろうとすると、二羽のカラスがそれぞれ川上と川下からやってきて人間の言葉で会
話をする。上流から来たカラスは、親友の村長のところでは妻が掃除をしないで戸口にゴミ
が溜まったため、戸口にいるカムイが腹を立て家の主人を病気にしたのだと知らせ、下流か
ら来たカラスは、主人公の家の脇に植えられたクルミが主人公の妻に恋をして、根を床下に
張り妻の魂を取ろうとしていると知らせる。主人公は、まず親友の村長の村に向かい掃除を
させ、村長を回復させ、取って返して自分の家のクルミの木の根を掘り返させて燃やし、一
旦死んでいた妻を生き返らせる。 
この話は、カラスのカムイの加護により主人公が課題を解決するが、カムイが二方向から
来るのに対応して主人公も二つの課題を次々に解決する。すなわち、主人公が「東奔西走」
（厳密には東と西ではないが）する形で、対称的ではあるが内実の異なる二つの課題を解決
する構成となっている。なお、この話は「平取町音声資料」の同じ語り手による散文説話 2-
6「パㇱクㇽ ウタサ イタㇰ ヒ アヌ（カラスのおしゃべりを聞く）」と同じ話であり、別
バージョンではあるが課題の構成も解決の順番も同じである。また「平取町音声資料」の同
じ語り手による散文説話 5-8「キㇰレッポ チチラ ウコイソイタㇰ ヒ アヌ（ヤマベとドジ
ョウが話をするのを私は聞いた）」とも構成においてよく似ているが、登場するカムイも解
決すべき課題も異なっている。 
 
（第 5 巻第 1 話）山で赤子を拾ったが（語り手：木村きみ） 
 石狩の 4 人兄妹の末娘が薪を取りに入った奥山で赤子を拾い育て始めるが、魔物ではな
いかと疑う家族に苛められ、二人一緒に殺されるのではないかと危惧した主人公は家を出
て、別の川の筋の平野へと降り、エゾマツの木の根元に家を作り暮らし始めるが、化け熊に
遭遇し、一度目は相手を殺すが、二度目は相討ちになる。湧別の若者が、兄嫁が山へ連れて
行った赤子がいなくなっていたが、ある日女性の危急の叫び声を聞き、声の方へ兄と二人で
向かうと、娘が死んで男の子が一人いるのを見つける。エゾマツの女神は、山の裾野に住む
化け熊がつむじ風のカムイに頼み赤子をさらい、女が家族に苛められるように仕向けてい
たことを告げ、女を回復するための薬を湧別の若者に授ける。女は回復し、元の村に戻り家
族との関係を回復し、主人公の女を含めた石狩の二人姉妹と湧別の二人兄弟が結婚する。 
 この話は、その中核においてはエゾマツの女神が人間を加護し、人間が山の裾野に住む化
け熊を退治するという人間とカムイの関係から成っているが、化け熊による娘への恋慕と、
二つの村の家族を結ぶ赤子さらいと、家族からの苛めと、化け物との戦闘と回復など、途中
の話の展開が複雑な構成から成っており、最終的には娘の家族との関係が回復し、二つの村
21 
 
の間の交流関係が樹立される。人間とカムイの関係の課題と、付随した家族・社会関係の課
題の二つが解決されているのだと考えることができるが、途中の話の展開がその二つの課
題解決に収まらないほど複雑で豊かになっている。 
 
（第 5 巻第 2 話）消えたちんちん（語り手：西島てる） 
 湧別の貧しい家に育った娘が、村長の息子（実は大昔に村を通ったカムイの息子）から求
婚され、毎日肉を贈られるが、あるときからその青年が姿を見せなくなる。ケソラㇷ゚のカム
イがその村長の息子に恋をし、貧しい娘にとられたくなくて青年のちんちんを隠したので
あったが、父親の懸命なカムイたちへのチャランケが功を奏し、ケソラㇷ゚は諦めて謝罪し青
年の身体を元に戻し、青年と娘は結婚して幸せに暮らす。 
 この話は、カムイからの無理な横恋慕を諦めさせることで、青年と娘が無事に結婚すると
いう意味では、解決されている課題は一つであるが、それにより貧しい家に生まれながら本
来は精神の良い娘が村の中での社会的地位を回復するという意味で、社会的な課題が付随
してもう一つ解決されていると考えることもできる。 
 
（第 5 巻第 3 話）魔法の小袖（語り手：黒川てしめ） 
 宝物を持って家出をし、悪魔トゥムンチカムイの仲間入りをした精神の悪い父のもとで、
山の西側で人里から隔離されて育てられていた二人兄弟が、両親の死後、言い残された言葉
に従い小袖を身に着けると物が言えなくなり、やっとのことで人の住む村を見つけ、老人を
訪ねると、老人（主人公兄弟の伯父）は丁寧なお払いをし、山の東側を司るカムイが夢で事
情を説明し、魔法の小袖を脱がせてくれ、兄弟はその村で幸せな暮らしを送る。 
 この話は、カムイの加護により、魔物と父親からかけられた呪いを解いてもらうという意
味で、解決される課題は一つだが、それによって人里から隔離されていた主人公兄弟が村の
生活に再び包摂されるという意味で、付随するもう一つの課題が解決されるとも考えられ
る。 
 
（第 5 巻第 4 話）罰当たりシㇼマオッテ（語り手：平賀さたも） 
 石狩川河口に住むアイヌの主人公シㇼマオッテは、常日頃から無茶なチャランケをふっ
かけては宝を手にしていたが、石狩川上流に向かう途中の裕福なウラユシウンクㇽの家に
立ち寄るが、チャランケを仕掛ける前に素性を知っている相手から脅され、慌てて逃げ出す。
続いてさらに上流の裕福な六人兄弟の家を訪ね、チャランケを仕掛けるが、六代長生きした
老婆の登場を前に逃げ出し、下流に戻る途中でウラユシウンクㇽに遭遇し、半殺しの目に遭
う。さらに近くの村の働き者の夫婦にチャランケを仕掛けようとするが、その妻に化けたキ
ツネの女神に着物の交換を通じてキツネにされ、助けを求めた樹木のカムイにさんざんに
叱られ、人間の姿には戻してもらうが、戻った村で村人たちにもめった打ちにされる。 
この話は、ウラユシウンクㇽと六人兄弟をそれぞれ相手にしたチャランケの失敗からな
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る前段と、キツネのカムイに懲らしめられる後段から成っていて、それぞれが比較的自立し
ているが、偽のチャランケで失敗するという筋は一貫しており、後段があることでカムイと
の関係の破綻が主人公の（さらなる）身の破滅を招くという筋がそこに現れている。この話
は、課題の解決というよりは、課題の解決の失敗の連続の物語である。「平取町音声資料」
の 11-2「シㇼマオッテ」が同じ話であり、話の展開も同一である。 
 
（第 6 巻第 1 話）四つ爪のクマ（語り手：木村きみ） 
 ピラカに住む主人公が飢饉に遭い、家族ともどもアッマの長者を頼って出かけていく。途
中で倒木の橋を渡る途中に、産卵を終えた鮭が主人公に呪いをかけるので、山の立ち木に縛
りつけ、自分を加護するように命じる。アッマの長者のところに着くと、食べ物でもてなし
てくれるが、山裾に住む化け熊が炉の灰の下で主人公を狙って息を潜めていることに気づ
き、友人のアッマの長者と協力してこれを殺す。夢に出てきた化け熊は鮭にも依頼して主人
公を打ち負かそうとしていたことを謝罪し、主人公はカムイたちに対し化け熊を取りなし、
化け熊は主人公を守護するようになる。 
 この話では、主人公を任そうとする化け熊との戦いに勝つという課題の解決が、鮭と化け
熊の二段階にわたって展開され、またこの課題の解決に付随して、ほかの村の友人の助けで
自分の村の飢饉を解決するという社会的課題が解決されている。なお、この話は「平取町音
声資料」の 21-4「モシㇼパサリヒタ ソアタイ タックス アㇻパアン」と、内容は同じでは
ないが、構成と山裾に住む化け熊の振る舞いがよく似ており、広い意味での類話である。 
 
（第 6 巻第 2 話）金の草履で神の国へ（語り手：西島てる） 
 流行病で全滅した村で、おじいさん（マムシのカムイ）が主人公を育てているが、おじい
さんは主人公にチャランケのやり方を丁寧に教え、金の草履で海を渡り、海の向こうの赤い
村と青い村で人間の魂を戻せとチャランケをするように言う。主人公はそれに従い、流行病
のカムイの兄弟（疱瘡病のカムイと麻疹のカムイ）を言い負かし、マムシのカムイはカムイ
の国に戻り、戻ってきた死者の魂が子孫を残し、それによって村が再興される。 
 この話では、主人公がマムシのカムイの加護の下に流行病のカムイの兄弟をチャランケ
で負かすという課題を解決し、それと付随して自らの村の再興という社会的課題を達成す
る。 
 
（第 6 巻第 3 話）木彫りの子イヌ（語り手：貝沢とぅるしの） 
 石狩川の中流に両親と兄二人と妹と暮らしている主人公の娘がおり、いつからか別の若
者（実は化け物リス）が一緒に住み働くようになり、ある日その化け物リスに騙されて主人
公の娘は深い谷底に連れ去られてしまい、結婚生活を送るようになる。主人公が悲しんでい
ると、人間の国土の狩り場を司るカムイが訪問してきて、木切れで子犬を作り、魂を入れ、
その子犬に先導させて主人公を村に戻してくれ、化け物リスは人間の国土の狩り場を司る
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カムイが地底の国に蹴落としてくれる。主人公は家族のもとに戻り、別の村の村長の息子と
結婚する。 
 この話では、化け物に連れ去られた主人公が、カムイの加護により脱出するという課題を
解決し、それに付随して家族との関係を回復し、立派な青年と結婚するという家族面での課
題を達成している。 
 
（第 6 巻第 4 話）和人がイナウを作ったが（語り手：平目よし） 
 石狩地方に住むアイヌの主人公は、同地に住む精神の悪い和人の殿のもとで働く和人の
一人と親交があり、イナウの作り方やアイヌの風習を教えている。ある日、その友人が和人
の殿から北海道を一周して地図を作製するように命じられ、悲しみながら出発するが、クナ
シㇼのカムイに大きな岩山の大きな鳥たちを見たり話しかけたりするなという言いつけに
足軽の一人が背き、鳥たちの攻撃を受け足軽たちは全滅し、友人は一人瀕死の状態で帰り着
く。主人公は悪い和人の殿に対しチャランケを行い、残された足軽たちの家族の面倒を見る
ことを約束させ、友人の看病を行う。 
 この話は、『神話集成』内で唯一アイヌと和人の関係を扱った散文説話であり、アイヌの
風習を身につけた和人の物語という興味深い展開になっているが、やはり中核をなすのは
その和人とカムイの関係の破綻（課題の不達成）であり、それに付随して和人社会内の問題
（悪い殿による悪政）をアイヌの主人公が解決すべく働きかけるという構成となっている。 
 
以上のそれぞれの話の考察から、幾つかの結論を引き出す。前項の『ウウェペケㇾ集大成』
における考察の、特に結論（１）および（２）は、本稿の『アイヌ神話集成』における散文
説話においてもそのまま当てはまるが、それに加えて幾つかの興味深い点が見て取れる。 
（１）主人公が解決すべき課題が、川上と川下で対称的に、しかし内実の異なる形で二つ設
定されている話がある（第 4 巻第 5 話）。この場合、川上と川下それぞれの課題において、
カムイとの関係の課題の解決と、家族内の関係の課題の解決とが組み合わされている。 
（２）カムイとの関係が重要でありつつも、解決されている社会的課題が大きな課題となっ
ている話がある（第 4 巻第 3 話）。逆に、社会的に許されない行為を失敗し続ける話におい
て、最終的な決定打がカムイとの関係の破綻となっている話がある（第 5 巻第 4 話）。主人
公と和人の関係が主題となる話（第 6 巻第 4 話）では、カムイとの関係が破綻するのがア
イヌではなく和人であるという興味深い特徴があるが、人間とカムイの関係の課題が扱わ
れていることには変わりなく、そのうえで主人公が和人の友人を助け、和人社会の課題を解
決する。これらの話をみると、散文説話の中核的な構造を維持したうえで、社会的なテーマ
に重点を置きつつ、話を柔軟に展開していくことが可能であるようだ。 
（３）カムイの加護を得て危難を避けているが、主人公たちは何もしておらず、むしろカム
イが主人公たちに語り告げる話の英雄叙事詩的な面白さに主眼があるという話がある（第 4
巻第 4 話）。 
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（４）より複雑な構成を持つ話については、語り手ごとの得意とする話の形があるのかもし
れない。貝沢とぅるしの氏は対称的な図式をもつ複雑な話を幾つか記録しており、木村きみ
氏は途中の課題の解決が複雑な関係と段階をもつ話を幾つか記録しており、木村うしもん
か氏は記録されている話が一つしかないが英雄叙事詩のモチーフと思われるものを組み込
んだ話をしている。 
総じて、『アイヌ神話集成』では、より複雑な構成をもつ話が収められているが、『ウウェペ
ケㇾ集大成』で考察した散文説話の中核的な構造は維持されている。すなわち、ある種の型
を維持しながらも、様々な形で展開していく可能性がここで幾通りも示されているという
ことになる。 
 
３．「平取町音声資料」についての考察 
 
 本項では、ここまでの考察を土台としたうえで、「平取町音声資料」がどのように位置づ
けられるかについての検討を行う。なお、この資料には収録されている話が多いため、すべ
ての話の要約を述べることはせず、これまで見てきたパターンの中の興味深い例や、当ては
まらない例に重点を置いて考察することにする。依然として筆者が見落としている特徴・側
面があるのではないかとも思われる。 
 まず、カムイと人間との課題が解決されることで、家族内（あるいは社会的な）問題が付
随して解決されるという中核的な構造をもつ話が多くみられるが、記録された話の数が増
えることで、この中核的な構造だけでも様々な問題・話題を扱うことができることに気づか
される。報告書冒頭の二例のみを挙げると、1-2「ユㇰ シキ セイレカ（鹿の目玉を炒る）」
（語り手：貝沢とぅるしの）では、主人公が迎えた妾が欲しがっていた子を産むが、妾が怪
しげな魔術により本妻を殺してしまい（カムイとの関係の破綻から家族の関係の破綻へ）、
しかし本妻は死んだ後も主人公を加護し、新たな若い女性との間に主人公は子を設け幸せ
になる（死者のカムイとの関係の課題解決が、家族の関係の課題解決へ）。2-2「ランコ カ
ッケマッ（桂の木の女神）」（語り手：貝沢とぅるしの）では、兄二人が両親を粗末に扱っ
ている中で、主人公の娘が父親に頼まれ宝物を持って山向こうの村から食べ物をもらいに
行くが、その途中で桂の木でカムイを作り加護を頼むと、そのカムイの助けのもとで訪問先
の村の家族から手厚い救援の品を得て、その家の下の息子と主人公は結婚することとなる。 
人間とカムイとの関係には数多くのバリエーションがある。人間とカムイが一対一で関
係する場合もあれば、あるカムイと対峙するために人間が別のカムイの加護を受ける場合
もあり、また加護を受けるカムイが複数である場合がある。加護を受けるカムイが複数であ
る場合の例として、5-6「アロヌマンノチュー トゥレシヒ イカオピューキ（宵の明星の妹
が私を助けた）」（語り手：貝沢とぅるしの）では、悪神に息子に化けて連れ出され毒殺さ
れそうになる主人公が、火の媼神に加え明けの明星と宵の明星の姉妹から加護されて、脱出
に成功する。それと付随して直面する家族的・社会的な問題とその解決にも数多くのバリエ
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ーションが存在する。そもそも最もシンプルな形式をもつ話において、扱われる問題・話題
の種類は多岐にわたっているのである。 
 語り手ごとの特徴あるレパートリーも、「平取町音声資料」で再び確認される。貝沢とぅ
るしの氏は、主人公が川上と川下で相次いで課題を解決するという、『アイヌ神話集成』第
4巻第5話と同じ話（2-6「パㇱクㇽ ウタサ イタㇰ ヒ アヌ（カラスのおしゃべりを聞く）」）
を再度語りつつ、5-8「キㇰレッポ チチラ ウコイソイタㇰ ヒ アヌ（ヤマベとドジョウが
話をするのを私は聞いた）」では、川上から下ってきたヤマベと川下から上ってきたドジョ
ウの情報交換を聞き、川下の方で妻に横恋慕し夫を殺そうとする化け猫を退治し、川上でキ
キンニが主人公の家の枕下へと根を伸ばし、カワウソと共謀して主人公を殺そうとしてい
るのを退治しに行く。このような「東奔西走型」の話を語っているのは、これらの資料の中
で貝沢とぅるしの氏だけである。 
 木村きみ氏は、『神話集成』でも主人公による途中の課題解決が幾つも連続するような構
成の話を複数記録しているが、「平取町音声資料」でもそのような構成の話が記録されてい
る。21-6「ポン・ニマ（小皿）」においては、主人公を訪ねてきた小皿の指示に従い、主人
公は、別の村でごみを捨てずに土間のカムイを怒らせた結果、死にそうになっている長者を
生き返らせ、続いて以前父親が通っていた山の倉でもう使われなくなった食器を送り、他の
物を運び下してくる。これは、全体を通して、伝染病のカムイの血統を引く主人公が自らの
千里眼やカムイの話を聞くことのできる能力に目覚める過程が扱われているが、それぞれ
の話と場面が独立した課題解決にもなっている。21-4「モシㇼパサリヒタ ソアタイ タック
ス アㇻパアン（斜里の村に借金を請求しに私は行った）」では、父親の借金を請求しに斜
里の村に向かう主人公が、途中で山裾に住む化け熊と六人の山子（iwan yamanko）と呼ば
れる化け物（これもクマに化ける）に襲われ、退治する過程が詳細に描かれ、そこで複数の
カムイの加護を得たうえで、斜里の村での借金請求のチャランケの様子も詳細に描写され
る。 
 なお、鍋沢ねぷき氏の散文説話の中で 17-2「トランネ アオナ トゥラ オカ アン（怠け
者の父と暮らす）」は、石狩川上流の主人公が白狐を守り神としたことから、中流の家の妻
が死にかけているのを助け、帰ってこない夫を下流で見つけ、そこで見出した娘は主人公の
伯父のいなくなった娘で、伯父と主人公は石川中流の村に談判に出かけ、など、途中から
村々の人物関係が複雑に展開する。この話の展開も、木村きみ氏の散文説話と類似している。 
 『神話集成』に収められた木村うしもんか氏の話ような、英雄叙事詩的な物語が途中に挟
み込まれる話は「平取町音声資料」には存在しない。しかし、平賀さだも氏による 7-2「ケ
ソラㇷ゚ カムイ イレス（孔雀の神に育てられた）」では、主人公ともう一人の兄を育ててい
るケソラㇷが、天に帰る前に周囲の化け物たちを倒して回る場面の一つで、ユカㇻを小さい
兄が見事に演唱し、それにより化け熊を惹きつけて誘い込み、それに乗じて打ち殺す場面が
ある。木村うしもんか氏の話は他に記録されていないが、平賀さだも氏はユカㇻで知られて
おり、英雄叙事詩が得意な語り手はこのようなレパートリーを持つようになるのかもしれ
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ない。またこの 7-2 は、上述の木村きみ氏や鍋沢ねぷき氏の話同様、途中の各段階の話（課
題解決）の多彩さが面白みを生んでいる系列に位置づけられる。 
 このように「平取町音声資料」によって、それまでにも知られていたそれぞれの話者につ
いて、より数多くの語られた話にアクセスができるようになったことで、我々はある一定の
見取り図のもとで、どのような複雑な展開が可能になっているのかを考察することが可能
になり、また語り手ごとの得意なパターンについて考察する糸口を手にしている。 
 
４．結論 
 
ここまでの考察をまとめると、以下のようなことが言える。散文説話の中核には、人間と
カムイの関係に関する何らかの課題の解決があり、話によってはそれに付随した家族や社
会に関する何らかの課題の解決が実現する。そもそも、この中核となる構造が実際の話とし
ては様々な表れ方を可能にするが、そこからさらに複数の課題の解決を、ある場合には対称
的な図式のもとに位置づけたり、ある場合には複数の異なる場面として展開していったり
することができる。この話の展開は、カムイとの関係を中心に広げていくこともできれば、
村々の関係や和人との関係など社会的な側面を中心に広げていくこともできる。それ以外
にも、主人公は場合によっては徹頭徹尾カムイの働きかけに対して受け身であったり、英雄
叙事詩といった他のジャンルの面白みを途中で取り込んだり、「課題の解決」とここで読ん
だものが実際には関係の破綻だったり解決の失敗であることもある。 
したがって、散文説話にはある種の中核となる型とそこからの展開の型がありつつも、そ
れぞれの型が柔軟で多種多様な展開を許容するものでもある。それは普遍的な形でも言え
るが、それぞれの語り手が自分に得意な形をもつのでもあるらしい。このような型の理解は、
散文説話を今後（現代的な形も含めて）継承しようとしたときに、重要なヒントをあたえて
くれることになると期待される。また話の多様さの把握は、それを通じてアイヌの人々の生
活感覚を豊かに感取することへとつながるであろう。 
 今後の課題としては、そもそも散文説話の中核の構造にある、人間とカムイの関係と、家
族的・社会的問題の解決との両者の間に、何らかの一定の対応関係を見出すことができるか
についての考察が必要である。また、他の地域での散文説話まで範囲を広げることで、ここ
までの図式の当否を再度検証しつつ、より複雑化した構成をもつ散文説話にどのような広
がりと可能性を見出すことができるかについての考察が必要である。 
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